
 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食だより 
令和３年度 

１２月号 
令和 3 年 11 月 29 日 

西東京市立碧山小学校 

校長  中嶋  太 

家庭数 

～12月の献立から～ 

1日：高野豆腐のそぼろご飯 

 高野豆腐は、別名「凍り豆腐」とも言い、生の豆腐を凍らせ、乾燥させる方法で作られて

います。高野豆腐は乾物の仲間で乾物は、食品を乾燥させ、長く保存できるように加工した

もののことで、乾燥させたり、寒さにさらしたりすることで、日持ちし、甘味やうま味が増

すと言われています。 

6日：めひかりの南蛮漬け 

 南蛮漬けとは、素揚げにした魚や肉をねぎと、とうがらしのみじん切りを混ぜ合わせた酢

に漬けた料理を指します。昔、東南アジアの諸国を南蛮と呼んでいました。このため、当時

外国から伝わった油を使う調理方法や、とうがらしを使った調味料などには「南蛮」という

言葉が付けられました。 

10日：豆腐の真砂焼き 

 豆腐と鶏ひき肉、野菜などが入ったハンバーグのようなものです。「真砂」とは、砂のよう

に見せる料理に使う言葉です。砂に見立てるのは、種実の場合は、本来は「ケシの実」を使

いますが、給食ではその代わりに「ごま」を使って作ります。 

20日：ぶりの薬味焼き 

 ぶりは、成長とともに名前が変わる出世魚です。５０㎝以下のものをはまち、それより大

きいものを、めじろ、７０㎝以上をぶりと呼びます。天然のものは、冬が旬で、脂がのって

おいしくなる時期です。生活習慣病予防によいとされるエイコサペンタエン酸や、ドコサヘ

キサエン酸などがたくさん含まれています。 

（お知らせ） 

 上田東紗栄養士が 11月中旬より、妊娠出産休暇及び育児休暇に入りました。現在、代わりの栄養士の配置

の目途が立っておりません。献立作成は、近隣校の栄養士にお願いしております。給食に関わる事務は、副校

長を中心に行っていきます。給食及び食物アレルギーの対応等のお問い合わせは、副校長までご連絡ください。

保護者の皆様には、何かとご不便をおかけしますが、ご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします。 


